
女性のための政策参画セミナーin吉野ヶ里町を開催しました

男女共同参画センター 

 

連続セミナー「地域づくりに　女性の力を」  

 

　平成25年度「女性のための政策参画セミナー」は、4市町と共催でそれぞれ2回連続セミナーを開催し、加え

て公開講座を開催します。

 

　吉野ヶ里町と共催で、10月18日と25日に吉野ヶ里町中央公民館講堂を会場に開催したセミナーの一部を紹

介します。 協力団体の「吉野ヶ里町男女共同参画を進める会」の会員が進行をしました。吉野ヶ里町地域婦

人会、吉野ヶ里町建設業協会の協力もいただきました。

 

第1回　世代を越え　性別にとらわれずに　担い合う地域社会

　講座第1回は、福岡県男女共同参画センター「あすばる」の前館長、中嶋玲子さんに、話していただきまし

た。

　中嶋さんは「男女共同参画」の流れを振り返りながら、2000年を境としてそれまでの社会と大きく変わったこ

とを5つの切り口から、以下のように話されました。

　1999年までは、(1)経済成長の時代で企業は発展し、多くの労働力が必要とされていた　(2)男は仕事、女は

家庭という意識や形態が求められ、男性が企業戦士となる片働き世帯が主流で、既婚女性の6割が専業主

婦　(3)産業の面では、基幹産業として1961年に農業基本法を制定　(4)「人生65年」と言われる平均寿命　(5)

行政は中央集権型 であった 。

　また、法の整備の面から、1995年に「育児・介護休業法」、1999年に「男女共同参画社会基本法」が制定さ

れたことに言及されました。

　21世紀になり、(1)経済が低成長になり、正規雇用から非正規雇用へ　(2)男も女も、家庭と仕事の両方を　

(3)産業はサービス産業が大きな柱に　(4)平均寿命が延び、人生90年になり介護が課題に　(5）中央集権から

地方分権へ と、社会は変化したと述べられました。

　 

　　

 

　中嶋さんは、20世紀型から21世紀型へのパラダイム変換により、都会と地域の課題が別々になった結果、

地域の課題に、市や町などの行政と住民が協働で取り組むことが必要になったと言われ、世代や性別にとら

われず、老若男女すべての人が町づくりに関わることで皆が輝いて生きることができる、少しだけ無理をして

でもできる時にできる人ががんばりましょう、と話されました。

　これからは委員や役員になりませんかと声がかかったならば、「私でよければがんばります」と引き受けまし

ょう、「わからないけど」とは言わないで、「慣れていませんけれど、がんばります」と言いましょうと、呼びかけ

られました。

　　　

 

  ＜参加者の感想から＞



たくさんの豊富な経験を例にあげるなどで、解りやすく、説得力のあるお話で熱くなりました。すごく、考えさ

せられました。

パワフルなお話しで元気をもらいました。

今まで男女共同参画について誤解していた部分があったが、今日の話をきいて、自分の理解不足に気づく

ことができた。

 

 

第2回　「思いを伝える　トレーニング」

　講座第2回の講師は、伊万里市議会議員の盛泰子さん。 盛さんは、「政策参画とは、こうだったら良いのに

を実現すること」と話され、家庭や自主的活動、自治会などで発言することの大切さについて、PTAの総会で

議長をした時の体験を例に語られました。「この総会が、何もなく終わるのが議長としては楽ではあるけれど、

みなさん、忙しい中時間をつくってこの場に参加しているのだから、日頃思っていることなどを話しませんか」

とよびかけたところ、前向きな意見が活発に出され、学校側にとっても有意義な総会になったそうです。

　発言するための環境づくりとして、思いを表現する訓練をする、審議会などに一般の人が入れるように町へ

公募枠を要請する、傍聴に行く、委員になったら資料の事前配布を提案する、審議会ではひとつでもいいの

で質問するといったことを勧められました。

   

　　

 

  　後半はクロスロード・ゲームを体験しました。5人ずつのグループで、設問に対する自分の考えを、「Yes」の

カードか「No」のカードを選択し、一斉にテーブルの中央に出して表します。 出す回答に正解も間違いもあり

ません。自分がどうしてそう思ったのかを互いに言葉にして伝えることで、自分とは異なる意見や価値観の存

在に気づくことができるゲームです。人の話を聴くことと、自分の意見を話すことの両方を体験できる時間とな

りました。

 

　　

 

＜参加者の感想から＞

クロスロードゲームは初体験でしたので、おもしろかったです。日頃、発言しない方も、意見を表明すること

になるので、よかったです。

それぞれ各自の考えや想いがあり、意見を言える場づくりだったと思います。今後の参考にしたいもので

す。

黙っていては何も変わらないし、口に出して表現しようと思いました。

 

 

今後の日程

　4市町で開催した連続セミナーのまとめとして、鳥栖市、嬉野市、吉野ヶ里町、江北町と共催で「公開講座」を

開催します。どなたでもご参加ください。

 

　 女性のための政策参画セミナー公開講座　「人が幸せになる社会のために～　

あなたの一歩　わたしの一歩」
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開館時間

火曜～土曜日：8時30分～22時00分

日曜・祝日：8時30分～17時00分 

(ホールは22時00分まで）

休館日

毎週月曜日（祝日も含む）

12月29日から翌年1月3日まで

 　ジャーナリストとして女性の労働問題や格差・貧困、人権の問題に取り組んでこられた、和光大学現代人間

学部教授の竹信三恵子さんを講師にお迎えし、世界における女性の政策参画の状況、日本の現状と課題、

わたしたちがすべきことなどをお話いただきます。

 

日時　2013年12月7日（土）14時から16時（開場　13時30分）

会場　鳥栖市民文化会館　3階　研修室

定員　80名

参加費　無料

 

　　＊詳細は、 案内チラシ(358KB; PDFファイル)をご覧ください。
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